
●
大
会
テ
ー
マ

「
認
知
症
」
を
受
け
と
め
る

　〜
福
祉
と
文
化
の
見
地
か
ら
〜

2
0
1
4
年
10
月
4
日
（
土
）、
5
日
（
日
）

別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

B
￨

c
o
n
プ
ラ
ザ
（
大
分
県
別
府
市
）

少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
年
度
は
日
本
の
人
口
の

25
％
、
4
人
に
1
人
が
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
に
な
り
ま

し
た
。

高
齢
者
の
増
加
と
と
も
に
認
知
症
の
人
も
年
々
増
え
て

来
て
い
ま
す
。“
認
知
症
8
0
0
万
人
”時
代
と
も
言
わ
れ
、

N
H
K
が
各
都
道
府
県
の
警
察
本
部
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

行
方
不
明
者
が
1
万
人
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

第
25
回
日
本
福
祉
文
化
学
会
全
国
大
会
で
は
「
認
知

症
」
を
受
け
と
め
る
と
い
う
テ
ー
マ
で
皆
さ
ん
と
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
た
ち
が
自
分
の
生

活
を
楽
し
み
、
家
庭
や
地
域
や
職
場
な
ど
で
多
く
の
人
と

交
流
を
図
り
、
生
活
に
張
り
合
い
や
生
き
が
い
を
持
ち
生

活
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
け
た
ら
と
の
思
い
か
ら
「
認

知
症
」
を
中
心
に
福
祉
と
文
化
の
見
地
か
ら
実
践
者
と
研

究
者
の
報
告
、
討
論
を
交
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

分
科
会
・
研
究
発
表
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
で
有
名
に
な
っ
た

黒
田
官
兵
衛
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

特
別
講
演
で
は
南
こ
う
せ
つ
さ
ん
の
実
兄
、
勝
光
寺
住
職

の
南 

慧
昭 

氏
の
特
別
講
演
な
ど
、
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

別
府
で
の
全
国
大
会
は
2
回
目
と
な
り
ま
す
。
日
本
一

の
湧
出
量
を
誇
る
別
府
温
泉
と
海
の
幸
・
山
の
幸
の
豊
富

な
こ
の
地
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
懇
親
会
も
飲
み
放
題
で

大
分
特
産
の
と
り
天
、

団
子
汁
等
の
お
も
て
な

し
を
用
意
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

加
を
心
待
ち
に
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
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第
25
回
日
本
福
祉
文
化
学
会
全
国
大
会

大
分
大
会

別
府
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

●
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

午
前  

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

 

　「黒
田
官
兵
衛
の
ル
ー
ツ
を
巡
る
」

13
：
00 

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

13
：
20 

特
別
講
演
「
心
の
健
康
〜
仏
心
は
歌
心
〜
」 

　勝
光
寺 

住
職

　南

　慧
昭

15
：
00 

基
調
講
演

　福
祉
と
文
化
が
出
会
う
時
〜

 

　「文
化
」
の
眼
鏡
で
福
祉
を
観
る

15
：
50 

交
流
分
科
会

18
：
00 

懇
親
会

　ホ
テ
ル
サ
ン
バ
リ
ー
ア
ネ
ッ
ク
ス

9
：
00 

日
本
福
祉
文
化
学
会
総
会

10
：
00 

研
究
発
表
・
委
員
会
企
画

 

　「実
践
と
研
究
の
融
合
」

13
：
30 

鼎
談
「“
我
が
”
ま
ま
に
今
を
生
き
る

 

　〜“
福
祉
”を“
文
化
”の
メ
ガ
ネ
で
見
直

 

　す
〜
」

15
：
10 

閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー

 

第
10
回
福
祉
文
化
実
践
学
会
賞
授
与
式

第 25 回全国大会大分大会
実行委員長　雨宮　洋子

湯煙立ち上る別府市内

特別講演講師の南 慧昭 氏

第
2
日
目

　10
月
5
日（
日
）

第
1
日
目

　10
月
4
日（
土
）



者
の
会
で
理
事
お
よ
び
三
役
が
選
出
さ

れ
、
10
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
会
員

総
会
に
て
承
認
さ
れ
、
2
0
1
5
年
4

月
か
ら
の
新
役
員
体
制
が
決
ま
る
こ
と

に
な
る
。

引
き
続
き
、
経
過
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
。

島
田

　治
子

昨
年
9
月
に
開
か
れ
た
東
京
大
会
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
暮
ら

し
と
し
て
の
福
祉
文
化
を
問
い
直
す
」

と
い
う
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
2
時
間
で
話

せ
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
今

回
、
現
地
で
よ
り
深
く
学
ぼ
う
と
、
パ

ネ
ラ
ー
の
一
人
、
旗
野
秀
人
さ
ん
（
新

潟
水
俣
病
患
者
の
会
事
務
局
）
の
地
元

で
あ
る
阿
賀
野
川
流
域
を
訪
ね
る
現
場

セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
た
。
日
程
は
9
月

27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）
の

2
日
間
で
あ
る
。

1
日
目
の
昼
に
開
始
。「
阿

賀
に
生
き
る
」
の
映
画
を
上
映

す
る
。
阿
賀
の
人
々
が
、
い
か

に
地
元
の
自
然
と
密
接
に
か

か
わ
り
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た

か
。
そ
れ
こ
そ
が
人
間
本
来
の

暮
ら
し
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、

川
と
と
も
に
暮
ら
し
た
結
果
、
水
俣
病

を
発
症
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
皮
肉
。

そ
の
現
実
を
、
映
画
と
旗
野
さ
ん
の
お

話
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

2
日
目
は
新
潟
水
俣
病
と
水
環
境
を

テ
ー
マ
に
し
た
施
設
「
環
境
と
人
間
の

ふ
れ
あ
い
館
」
で
勉
強
し
た
後
、
千
唐

仁
地
区
の
患
者
た
ち
と
昼
食
を
と
も
に

し
な
が
ら
、
直
に
体
験
談
を
聞
く
こ
と

と
し
た
。
1
9
6
5
年
に
確
認
さ
れ
た

新
潟
水
俣
病
は
、
患
者
の
高
齢
化
も
あ

り
、
こ
の
機
会
を
逃
す
と
、
生
の
声
を

聞
く
の
は
か
な
り
難
し
く
な
る
と
思
わ

れ
る
。

ド
イ
ツ
連
邦
の
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー

第
6
代
大
統
領
が
行
っ
た
演
説
の
中
に

「
過
去
に
眼
を
閉
ざ
す
者
は
、
未
来
に

対
し
て
も
や
は
り
盲
目
と
な
る
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
新
潟
水
俣
病
は
、
現

在
も
苦
し
ん
で
い
る
患
者
た
ち
が
い
る

と
い
う
意
味
で
も
、
過
去
の
公
害
で
は

な
い
が
、
水
俣
病
を
軸
に
、「
地
域
と

暮
ら
し
」、
そ
し
て
「
福
祉
文
化
」
を

現
実
的
に
学
ぶ
こ
と
で
、
未
来
の
社
会

を
考
え
て
み
た
い
。（
詳
細
は
別
紙
チ

ラ
シ
に
て
）

3
年
に
一
度
の
評
議
員
選
挙
は
今
年

4
月
半
ば
に
会
員
の
皆
さ
ん
に
投
票
依

頼
を
し
、
約
1
か
月
の
期
間
を
経
て
5

月
15
日
締
め
切
り
で
終
了
し
た
。
5
月

17
日
（
土
）
の
午
後
3
時
よ
り
選
挙
管

忘
れ
な
い
よ
う
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
る

そ
う
だ
。
大
笑
い
す
る
人
、
手
を
た
た
く

人
、
メ
モ
す
る
人
、
様
々
な
形
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
た
。

残
念
だ
っ
た
の
は
、
落
語
が
終
わ
っ

た
直
後
に
は
撤
収
し
、
次
の
目
的
地
に

移
動
。
ほ
と
ん
ど
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

翌
日
は
会
場
は
大
島
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
の
畳
部
屋
。
準
備
の
時
間
も
十
分

あ
っ
た
の
で
、
福
丸
さ
ん
指
導
の
も
と
、

工
事
用
ラ
イ
ト
を
照
明
に
し
た
り
、
屏

風
の
代
わ
り
に
襖
を
使
っ
た
り
、
工
夫

し
な
が
ら
会
場
設
営
を
し
た
。

開
演
1
時
間
前
か
ら
島
の
方
々
が
集

ま
り
始
め
、
開
演
時
に
は
満
員
の
80
名

く
ら
い
に
な
っ
た
。

「
前
半
は
か
な
り
盛
り
上
が
っ
た
の

で
、
後
半
は
じ
っ
く
り
聞
き
入
る
噺
に

し
ま
し
た
」
と
福
丸
さ
ん
。

「
久
し
ぶ
り
に
大
笑
い
し
ま
し
た
」「
ま

た
来
年
も
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
声
を

い
た
だ
き
、
大
島
の
方
々
と
の
楽
し
い

時
間
を
終
え
た
。

学
会
大
会
に
お
い
て
①
「
研
究
と
実

践
の
融
合
」
と
②
「
地
域
文
化
と
福
祉
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
企
画
は
、

日
本
福
祉
文
化
学
会
が
実
践
に
基
づ
い

た
研
究
と
地
域
文
化
へ
の
着
眼
点
を
深

め
る
た
め
に
学
会
大
会
ご
と
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

①
に
つ
い
て
は
、
実
践
者
が
研
究
の

視
点
を
も
っ
て
福
祉
実
践
を
行
い
現
場

発
の
研
究
を
発
信
し
て
も
ら
い
、
同
時

に
研
究
者
が
実
践
者
の
視
点
を
も
っ
て

研
究
を
行
い
、
福
祉
現
場
の
ニ
ー
ズ
に

答
え
る
こ
と
が
で
き
る
研
究
を
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の

研
究
会
形
式
の
分
科
会
で
す
。
昨
年
度

か
ら
実
践
者
と
研
究
者
が
同
じ
テ
ー
マ

で
発
表
し
あ
い
、
議
論
を
深
め
る
良
い

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
地
域
福
祉
に
掛
け

替
え
の
な
い
文
化
に
着
目
し
、
暮
ら
し

や
生
活
と
遊
離
し
な
い
福
祉
文
化
を
創

造
す
る
た
め
に
、
実
践
者
か
ら
多
く
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
学
ぶ
貴
重
な
分
科
会
で

す
。継

続
す
る
ご
と
に
、
学
会
員
の
皆
様

か
ら
の
理
解
も
深
ま
り
つ
つ
あ
る
分
科

会
で
す
が
、
ぜ
ひ
今
年
は
、
一
度
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
発
表
内
容

な
学
会
大
会
要
旨
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岡
村
ヒ
ロ
子

ク
ル
ー
ズ
も
残
す
と
こ
ろ
一
週
間

と
な
っ
た
日
、「W

orld W
e W

ant 
D

ay

」
が
企
画
さ
れ
た
。
3
つ
の
テ
ー

マ
か
ら“
30
年
後
の
社
会
を
考
え
る“
こ

と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

一
つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
今
ク
ル
ー
ズ

で
学
ん
だ
世
界
の
現
状
と
自
分
の
お
か

れ
た
状
況
と
立
場
」。

一
番
印
象
が
強
か
っ
た
寄
港
地
は
？

と
問
わ
れ
た
ら
、
私
は
た
め
ら
い
な
く

「
タ
ヒ
チ
」
と
答
え
る
。

南
太
平
洋
の
広
大
な
海
域
に
は

1
1
8
の
島
々
か
ら
な
る
仏
領
ポ
リ
ネ

シ
ア
が
広
が
っ
て
い
る
。
タ
ヒ
チ
本
島

は
そ
の
行
政
・
経
済
の
中
心
で
あ
る
。

タ
ヒ
チ
の
反
核
・
先
住
民
人
権
活
動
家

ガ
ブ
リ
エ
ル
さ
ん
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
が

南
太
平
洋
海
域
で
1
0
0
0
回
を
越
え

る
核
実
験
を
重
ね
て
き
た
事
実
を
聞

き
、
愕
然
と
し
た
。
莫
大
な
援
助
金
で

タ
ヒ
チ
の
伝
統
産
業
・
農
業
・
漁
業
は

す
た
れ
、
被
ば
く
し
た
島
民
に
は
癌
が

多
発
し
、
奇
形
児
の
出
生
率
も
高
い
。

一
瞬
、福
島
の
姿
が
よ
ぎ
っ
た
。
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
高
瀬
毅
さ
ん
は
地
球
全
体

が
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
今
、
私
達
は

何
世
代
に
も
わ
た
る
「
核
時
代
を
生
き

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
語
っ
た
。
核
と
ど
う
向
き

合
っ
て
い
く
か
を
我
々
は
問

わ
れ
て
い
る
。
次
世
代
に
こ

れ
ら
の
事
実
を
伝
え
て
い
く

こ
と
が
私
達
世
代
に
課
せ
ら

れ
た
役
目
と
痛
感
し
た
。

二
つ
目
の
テ
ー
マ
は
「
30

年
後
の
社
会
に
求
め
る
こ

と
」。
私
は
民
族
・
文
化
・

思
想
・
宗
教
・
資
源
を
超
え

た
国
境
の
な
い
“
地
球
村
”

を
目
指
し
た
い
。
一
人
ひ
と

り
が
“
分
”
を
わ
き
ま
え
れ

ば
争
い
は
な
く
な
り
、
皆
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に

な
る
と
思
う
。
地
球
の
間
借

り
人
で
あ
る
私
達
が
争
い
ご

と
を
繰
り
返
し
て
血
を
流
し
あ
い
、
自

然
環
境
を
汚
し
て
は
マ
ナ
ー
違
反
で
あ

る
。最

後
の
テ
ー
マ
は
「
そ
れ
に
向
け
て

自
分
が
取
ろ
う
と
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
と

10
年
後
の
自
分
の
姿
」。

現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
原
発
・
環

境
問
題
、
災
害
支
援
に
関
す
る
活
動

を
地
道
に
続
け
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い

る
。
10
年
後
も
元
気
に
船
旅
を
し
、
社

会
へ
の
怒
り
を
ぶ
つ
け
て
い
る
自
分
で

あ
り
た
い
。

ガ
ブ
リ
エ
ル
さ
ん
の
N
G
O
「
ヒ

テ
ィ
・
タ
ウ
」
は
「
今
、
立
ち
上
が
る

と
き
」
と
い
う
意
味
だ
。
福
島
へ
の
想

い
を
熱
く
語
り
「
あ
な
た
方
が
立
ち
あ

が
ら
な
い
で
ど
う
す
る
」
と
結
ん
だ
言

葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

6
月
28
日
～
29
日
宮
城
県
仙
台
市
と

気
仙
沼
市
で
東
北
落
語
会
を
行
っ
た

今
年
1
月
に
開
催
し
た
志
摩
市
立
神

で
の
落
語
会
で
大
好
評
だ
っ
た
桂
福
丸

さ
ん
に
、
今
度
は
東
北
被
災
地
で
の
落

語
会
を
お
願
い
し
た
。
灘
高
、
京
大
卒

で
落
語
家
に
な
っ
た
福
丸
さ
ん
は
、
阪

神
淡
路
大
震
災
の
時
は
高
校
生
で
、
学

校
の
校
庭
で
1
ヶ
月
寝
泊
ま
り
し
た
そ

う
だ
。

1
日
目
は
仙
台
市
の
七
郷
中
央
公
園

仮
設
住
宅
集
会
場
。
集
ま
っ
た
の
は
仮

設
住
宅
の
方
々
約
30
名
。
単
身
で
仮
設

住
宅
に
入
っ
て
い
る
お
年
寄
り
が
多
い

と
感
じ
た
。「
噺
は
い
く
つ
か
用
意
し

て
、
会
場
の
雰
囲
気
で
切
り
替
え
る
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
た
通
り
、
最
初
か
ら

大
笑
い
が
続
い
た
。

80
歳
く
ら
い
の
方
が
、
ひ
た
す
ら
何

か
を
書
い
て
い
る
。
後
で
う
か
が
う
と
、

理
委
員
長
三
岳
貴
彦
氏
と
選
挙
管
理

委
員
の
松
原
徳
和
氏
、
そ
し
て
立
会
人

の
大
江
緑
氏
の
立
会
い
の
も
と
、
開
票

を
行
っ
た
。
三
割
を
超
え
る
会
員
か
ら

投
票
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
。
投
票
結
果
は
次
の
通
り
。

5
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会

後
、
評
議
員
承
諾
の
依
頼
（
す
で
に
辞

退
者
あ
り
）
を
行
い
、
辞
退
さ
れ
た
方

の
枠
に
つ
い
て
は
次
点
（
4
票
獲
得
者

へ
）
追
加
依
頼
な
ど
を
実
施
。

今
後
、
9
月
15
日
の
新
評
議
員
予
定

有権者数（2013年度会費納入者）286名、投票者数94名、有効投票数594票
無効票11票　投票率32.9％となった。（ホームページに掲載済み）

阿賀に生きる映画ポスター

福丸さんの公演に聞き入っています

昨年大会の様子

Hiti・Tau　今、立ち上がる時

伝統的作物ココナツの収穫 農園でタロイモの収穫

順位 氏　名 得票数
1 馬場　清 45
2 岡村　ヒロ子 28
3 多田　千尋 24
4 石井バークマン麻子 22
5 薗田　碩哉 20
6 藤原　一秀 13
7 佐々木　隆夫 13
8 脇坂　博史 12
9 月田　みづえ 11
10 渡邉　豊 11
11 梅津　迪子 10
12 河畠　修 10
13 永山　誠 10
14 小坂　享子 9
15 厚美　薫 8
16 松原　徹 8
17 斎藤　孝夫 8
18 稲田　泰紀 8

順位 氏　名 得票数
19 川北　典子 7
20 大澤　澄男 7
21 五十嵐　真一 7
22 福山　正和 7
23 本多　洋実 6
24 中嶌　洋 6
25 太田　貞司 6
26 坂本　道子 6
27 日比野　正己 6
28 久保　美紀 5
29 結城　俊哉 5
30 空閑　浩人 5
31 志賀　俊紀 5
32 和泉　とみ代 5
33 岡本　民夫 5

第
6
期
評
議
員

選
挙
報
告

次
期
評
議
員
を
決
め
る
選
挙
!!

投
票
率
32
・
9
％

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

現
場
セ
ミ
ナ
ー

“
新
潟
水
俣
病
を
考
え
る
〟
へ
の

お
誘
い

世
界
一
周
報
告

「W
orld W

e W
ant D

ay

（
未
来
そ
う
ぞ
う
日
）」

震
災
支
援
委
員
会

『
気
仙
沼
セ
ミ
ナ
ー
』

企
画
委
員
会
よ
り



5
月
31
日
（
土
）
午
後
1
時
30
分

か
ら
今
年
度
第
1
回
目
の
理
事
会
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
理
事
会
で
は
、
前
年

度
学
会
決
算
の
承
認
と
第
6
期
評
議
員

選
挙
の
結
果
報
告
、
第
25
回
全
国
大
会

大
分
大
会
内
容
と
今
年
度
の
現
場
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
開
催
内
容
を
検
討
し
た
。

（
選
挙
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

済
。
ま
た
、
今
年
度
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー

は
会
員
発
送
に
同
封
。）
ぜ
ひ
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
。

「
福
祉
現
場
で
求
め
ら
れ
る
職
員
の
質

と
は
何
か
？
」
と
題
し
て
8
月
2
日
に

立
教
大
学
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
城
俊
哉
氏
（
立
教
大
学
教
授
）
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
話
題
提
供
者

と
し
て
、
横
内
康
行
氏
（
綾
瀬
あ
か
し

あ
園
施
設
長
）、
加
藤
喜
大
氏
（
日
本

総
合
福
祉
会
）、
多
久
島
重
信
氏
（
障

害
者
施
設
利
用
者
家
族
）
が
施
設
長
・

現
場
職
員
・
利
用
者
家
族
の
方
々
が
実

例
を
通
し
て
語
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
参
加
者
の
皆
様
と
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。

2
0
1
4
年
7
月
15
日
ま
で
に
、
ご
入

会
さ
れ
た
方
の
お
名
前
と
所
属
ブ
ロ
ッ

ク
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

有
馬
正
史
、
梅
森
愛
美
、
小
野
寺
千
鶴
、

鈴
木
尚
正
、
成
田
イ
ク
コ
、
松
永
愛
子
、

吉
松
丈
裕
（
関
東
）

山
下
一
郎
、
成
田
隆
人
（
中
部
東
海
）

川
瀬
弓
子
、
脇
屋
和
美
（
北
陸
）

今
井
慶
宗
、
北
尾
亜
由
子
（
関
西
）

豊
福
和
明
（
九
州
）	

（
敬
称
略
）

2
0
1
4
年
度

第
1
回
理
事
会
終
了

【
報
告
】関
東
ブ
ロ
ッ
ク
実
践
・

研
究
交
流
会

●
新
会
員
紹
介

学
問
と
言
う
の
は
常
識
に
異
を
と

な
え
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、「
太

陽
で
は
な
く
て
地
球
が
回
っ
て
い
る
の

だ
」
と
主
張
し
て
迫
害
さ
れ
た
ガ
リ
レ

オ
の
昔
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
伝

で
言
え
ば
、
福
祉
文
化
研
究
と
は
「
福

祉
文
化
」
を
極
め
る
こ
と
だ
と
い
う
こ

の
学
会
の
常
識
も
疑
っ
て
み
る
価
値
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
福
祉
文
化
」

な
る
も
の
を
何
や
ら
高
邁
な
、
深
淵
な

も
の
と
思
い
定
め
て
「
福
祉
文
化
と
は

何
か
」
と
い
う
問
い
が
飽
く
こ
と
な
く

続
け
ら
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
の
問

題
の
立
て
方
そ
の
も
の
を
見
直
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

福
祉
と
文
化
を
結
合
さ
せ
て
「
福

祉
文
化
」
と
い
う
固
ま
り
に
し
て
し

ま
う
と
、
何
か
そ
こ
に
確
固
た
る
実

体
が
あ
る
み
た
い
な
気
が
し
て
き
ま

す
。
そ
の
上
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の

学
会
員
は
「
文
化
」
の
イ
メ
ー
ジ
を

価
値
志
向
的
に
、
つ
ま
り
文
化
人
と

か
文
化
国
家
と
か
い
う
用
例
に
見
る

よ
う
な
「
人
間
生
活
を
高
め
る
も
の
」

と
考
え
て
き
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で

「
福
祉
文
化
」
は
人
間
の
幸
福
を
産
み

出
す
理
想
的
な
状
態
の
よ
う
に
捉
え

ら
れ
、
素
晴
ら
し
い
福
祉
文
化
の
追

求
や
そ
の
具
体
化
策
を
考
え
る
こ
と

が
学
会
の
研
究
課
題
と
さ
れ
て
き
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

確
か
に
「
文
化
」
に
は
そ
う
い
う

価
値
的
な
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
は
古
典
的
な
（
あ
っ
さ
り
言
え
ば
古

い
）
捉
え
方
で
、
現
在
「
文
化
」
と
い

う
語
の
一
般
的
な
使
い
方
は
、
よ
り
客

観
的
、
没
価
値
的
に
、
あ
る
人
間
集
団

の
生
活
様
式
と
か
考
え
方
の
特
徴
を

包
括
的
に
捉
え
る
用
語
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
日
本
文
化
と
は
欧
米
と
は
異

な
る
日
本
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
こ
と

で
、
欧
米
と
比
べ
て
格
別
優
れ
て
い
る

と
言
い
た
い
の
で
は
な
く
、
欧
米
と
い

ろ
ん
な
面
で
違
い
が
あ
る
所
に
注
目
し

て
使
う
用
語
で
す
。
日
本
の
中
で
も
各

地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
「
地
域
文

化
」
が
あ
り
、
企
業
に
行
け
ば
そ
れ
ぞ

れ
の
会
社
ご
と
に
社
風
が
違
い
、
固
有

の
企
業
文
化
が
見
出
さ
れ
ま
す
。
学
校

に
は
学
校
文
化
が
あ
り
、
病
院
に
は
医

療
文
化
が
あ
る
よ
う
に
、
社
会
福
祉

領
域
に
も
特
徴
的
な
福
祉
文
化
が
存

在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
も
そ
も
福
祉
文
化
研
究
と
は
、

「
福
祉
文
化
」
の
研
究
で
は
な
く
て
、

福
祉
の
「
文
化
研
究
」
だ
と
い
う
の

が
私
の
持
論
で
す
。「
の
」
の
位
置
を

ち
ょ
っ
と
変
え
た
だ
け
で
コ
ト
は
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。「
福
祉
文
化
」
と
い

う
新
概
念
を
持
ち
出
し
て
、
そ
こ
に
何

か
崇
高
な
理
念
が
あ
る
よ
う
に
思
い
な

し
て
あ
れ
こ
れ
議
論
を
し
て
い
る
う
ち

に
、
か
え
っ
て
こ
と
を
分
か
り
に
く
く

し
て
し
ま
っ
た
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
出
発
点
は
社
会
福
祉
の
現

実
、
決
し
て
豊
か
と
は
言
え
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
混
乱
や
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
福

祉
現
場
の
現
状
を
少
し
で
も
良
く
す

る
と
い
う
願
い
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

そ
の
た
め
に
「
文
化
」
と
い
う
視
点
を

持
ち
込
ん
で
、
文
化
の
眼
鏡
を
通
し
て

福
祉
の
現
状
を
見
据
え
、
そ
の
問
題
点

を
指
摘
し
、
解
決
の
方
策
を
検
討
す

る
こ
と
─
福
祉
を
対
象
と
し
た
文
化

研
究
こ
そ
、
こ
の
学
会
の
立
脚
点
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
文
化
」
と
い
う
の
は
単
純
な
も
の
で

は
な
く
、
歴
史
の
展
開
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
意
味
を
獲
得
し
て
き
た
多
義
的

な
用
語
で
す
。
文
化
の
眼
鏡
は
近
視
用

か
ら
遠
視
用
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
生
か
し
て
福
祉
の

実
像
に
迫
る
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の

福
祉
文
化
研
究
の
方
向
で
す
。

（
つ
づ
き
は
平
成
26
年
12
月
発
行
・

通
信
75
号
に
掲
載
の
予
定
で
す
。）

福
祉
文
化
の
交
差
点
…
①
〜
学
会
員
か
ら
福
祉
文
化
の
ル
ー
ツ
を
考
え
る
視
点
で
、
3
回
コ
ー
ス
で
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
は
薗
田
顧
問
よ
り
寄
稿
い
た
だ
き
ま
す
。
〜

文
化
の
眼
鏡
で
福
祉
を
見
る
薗
田
碩
哉
（
日
本
福
祉
文
化
学
会
顧
問
）

「福祉文化研究」24号
原稿募集中！！

福祉文化についての学術研究や実践活動か
ら生まれた方法論、実践活動等を紹介する研
究誌です。研究者と現場実践者双方から、社
会のさまざまな局面における福祉文化について
の研究論文を募集しています。原稿締め切りは
8月31日（日）（消印有効）厳守。

「福祉文化実践報告集」9号
原稿募集中！！

日本福祉文化学会では、会員の実践活動を
投稿いただき、年に1回『福祉文化実践報告集』
としてまとめています。あなたの実践活動をお
寄せください。原稿締め切りは12月31日（水）
（消印有効）厳守。
※	詳細は先般送付のチラシおよび「福祉文化実践報
告集第8号」をご参照ください。




